
ＨＩＤＡ ＣＩＴＹ

⼦どもの強みを⾒つけ、親に寄り添う
〜⾶騨市の実践から⾒えてきたこと〜

２０２３年７⽉２８⽇
岐⾩県⾶騨市⻑ 都⽵ 淳也

こども家庭審議会 第５回幼児期までのこどもの育ち部会
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ＨＩＤＡ ＣＩＴＹ

⾶騨市の⼦ども・⼦育て⽀援施策は
専⾨家、特に医療⼈材との連携を

重視しています
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「にこにこルームまるん」
妊婦さんや1歳までのお⼦さんを持つママが集まって気軽に語り合
うことができる場。市内の助産師さんが⾝近な相談役として豊富な
経験を活かしたアドバイス。各地域へ出向いての「お出かけまる
ん」も実施中。

R3/5/24スタート 河合会場
第9回健康寿命をのばそう︕

アワード
⺟⼦保健分野 ⾃治体部⾨

厚⽣労働⼤⾂優秀賞（R2.11.30）

「My助産師制度」
公式LINEと電話で寄り添う。なんでも
相談可

１ 産前産後期 助産師との連携 赤ちゃんのことお母さんのことが一番わかる専門家

親の精神的・⾁体的な安定を⽀援することで、
⾚ちゃんとの愛着形成を⽀える

３



ＨＩＤＡ ＣＩＴＹ

「乳児相談（7カ⽉児）」
作業療法⼠、療育保育⼠が⾯談

こどもの強みを⾒つけ出し⺟親全員に返していく
お⺟さんのこともここでよくわかる

「乳幼児遊びの広場（⽉⼀）」
作業療法⼠、療育保育⼠、保健師が参画

こどもと遊びながら継続的に⺟親の相談にアドバイス

２ 乳幼児期 作業療法士との連携

親の不安に寄り添いながら、遊びながらこどもの強みを⾒つけ出し、
親⼦の関係づくりを⽀援していく
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「専⾨家の市内の保育園巡回訪問」
作業療法⼠、療育保育⼠、保健師が参画

保育⼠の相談、児の特性の⾒⽴てを
⾏ってアドバイス

「家庭相談員の保育園巡回」
元保育⼠の家庭相談員

各保育園でのこどもの状況を園⻑と定期把握
必要に応じ各児の⾒⽴てを実施

３ 就園期 作業療法士との連携

こどもの遊びを通じて、特性の⾒⽴てを⾏い、
将来のなりたい姿を描いていく
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４ 就園期〜就学期

●医療（⾶騨市こどものこころクリニック 市直営児童精神科診療所）
  環境調整､ｿｰｼｬﾙｽｷﾙﾄﾚｰﾆﾝｸﾞ､ﾍﾟｱﾚﾝﾄﾄﾚｰﾆﾝｸﾞ、⼼理教育､トラウマ治療、薬物治療等
●福祉（NPO法⼈はびりす セラピスト集団） 

・学校作業療法⼠の配置
学校での⽣活の適応性を良くするための学校の場での
⼦供への直接⽀援、教員への助⾔

･放課後等デイ、学校⽣活の場での読み書き⽀援

医療・福祉専門職による教育支援

こどもの姿や遊びを通じて、特性の⾒⽴てを⾏い、
将来のなりたい姿を描いていく

読み書きに⽀援が必要な⼦に、その特性に合わせた読み書きの仕⽅を習得していく
・体幹等が弱く着席が苦⼿ ・⽂字を読む⽬の動きに課題が
・⽂字を覚えるのにコツが必要 ・感覚過敏⼜はぼーっとして集中し⾟い
・⼀度にたくさんのことができない ・⾃信がなくてもフリをしてしまう
・理解するまでに間が必要など
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５ 思春期
●⾶騨市地域⽣活安⼼⽀援センターふらっと

   学校連携⽀援員が定期で⾼校へ巡回
        ⽣きづらさのある⽣徒の情報を得て、作業療法⼠による専⾨介⼊等を実施

精神科医・⼩児科医をセンターの顧問医師として市で委嘱
 次年度「思春期健診」 の市内試⾏実施を⾏うため準備中 

BIO(⾝体⾯)
PSYCHO
（⼼理・精神⾯)

SOCIAL(社会⾯)

WELL
BEING

Engel, 1977

⼤⼈になる前の段階で、
⾝体⾯だけでなく、
⼼理的・精神的状態や社会性の状況など
バイオサイコソーシャルの視点で
健康状態を確認
⾃分⾃⾝の特性のメタ認知も明確にしておく

医療・福祉専門職による生徒が自分自身をきちんと理解する支援
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保育園、⼩学校には
「NPO法⼈はびりす」の作業療法⼠が⼊り、
⼦どもの強みや持ち味を個別に評価し、
⼀緒に伸ばす取り組みを⾏っています。

８



ＨＩＤＡ ＣＩＴＹ

○⽣活への適応性をよくする「総合相談窓⼝」での専⾨的相談⽀援対応
医療的セラピストの⾒地で相談者、相談⽀援事業所等対象を拡充
困難・複雑な相談へＯＴとして評価・⾒⽴て・具体的⽀援策を提案

○市が運営する事業にOT等が参画
児童発達⽀援（発達確認）

○訪問・巡回相談  保育所、学校、⽀援事業所からの依頼に応じて実践を通した⽀援
○読み書きを苦⼿とする⼦どもへの⽀援プログラム

 R2年度より、年々増加している通級児等を対象とした⽀援プログラムを実施
○作業療法⼠の学校訪問

 作業療法⼠が⽉１回１⽇市内⼩中学校を訪問し、学校の教育活動に関わる

「ふらっと」と、作業療法⼠、理学療法⼠、公認⼼理⼠、⾔語聴覚⼠などによる専⾨家
⽀援を⾏う「NPO法⼈はびりす」 が連携し、専⾨性の⾼い⽀援を⾏っています

「⾶騨市地域⽣活安⼼⽀援センター・ふらっと」〜専⾨職とのつなぎの要

９



ＨＩＤＡ ＣＩＴＹ 現代の母親の三大悩み
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お悩みごとは自分らしい未来を開く扉
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【⾶騨市地域⽣活安⼼⽀援センターの相談事例1】
1歳半健診 ⽬が合わない
〜インド⼈になったママ〜
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問いかけカード
を使った

「発達の地図」
づくり

⼀⼈⼀⼈の発達の羅針盤をつくる

1 あるがままを豊かに受け⼊れる

2 芽⽣えているコトや出来ていること
へフォーカスする

3 未来に希望を持ち、旅の道筋をス
トーリーで描く
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【⾶騨市地域⽣活安⼼⽀援センターの相談事例2】
4歳 超多動児
〜ガミガミママのエリート教育〜
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今すぐ解決できない問題は捉え方を変える 障がいの類型に当てはめて
しまうのではなく、

⼀⼈ひとりのこどもの強みや
持ち味に着⽬し、

家族や保育園、学校、地域や
接する⼈たちが、
それを伸ばす⽅向へ
持っていくことが重要
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社会でも特性を活かしたライフデザインが求められています

⾶騨市役所では、新規採⽤、⼈事異
動にストレングスファインダーを活
⽤し、特性を活かした組織づくりを
進めています
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⾶騨市では全国的にも数少ない
児童精神科単科の診療所

「⾶騨市こどものこころクリニック」を
運営しており、

同様の考え⽅で診療を⾏っています。

19



ＨＩＤＡ ＣＩＴＹ

「⾶騨市こどものこころクリニック」
〜市が運営する児童精神科単科の診療所〜

🔶診療対象者
15歳以下の中学⽣までが対象（約１割が就学前の乳幼児）

🔶具体的な診療内容
◯乳幼児では、集団⽣活の困難、癇癪、３歳児検診で指摘を
   受けたなどのケースが多い。学童・思春期では、学校・社会⽣  

活等の困難、不登校、引きこもり等、 対⼈コミュニケーション等
での困難、ご家族の⼦育てでの疲弊など。

◯こどもの得意・不得意を評価し、具体的な助⾔を⾏い、臨床
     ⼼理⼠とともにカウンセリング、認知⾏動療法、トラウマ治療、

 ソーシャルスキルトレーニング、ペアレントトレーニング、療育⽀
援、薬物療法等さまざまな療法を実施。
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様々な⽣きづらさを感じている⼦どもたちが、
「⾃分はこれからどのようにして幸せに⽣きていくのか」を⾒つけることが⽬的

 いろいろな幸福のかたちを理解し、
その⼦なりの幸福のあり⽅を、本⼈や家族らとともに考え、⼿助けする

周囲の理解やその⼦に合った環境の⼯夫を通じ、
⼦どもが⾃ら⾏動をコントロールできる⼒を育み、様々な⼿段を会得する。

そしてこれまでうまくいかなかった学習等にも取り組みやすくしたり、
友達や家族との関係を良くしていくことで、充実した⽣活へと導く。

⼦どもに「⽣きていることの充実感」や「⾃分らしく、快適に⽣きる」ことができるように育てる。

→児童精神医療は、⾏政が取り組むべき政策医療であり、ソーシャルワーク

「できないこと」といったマイナスばかりをフォーカスせず、
「やりたいこと」、個性・強みといったプラス⾯をフォーカスしながら、

ものの捉え⽅も変えて、マイナスの思いもプラスにみえるようにする。プラスを循環させる。

⾶騨市こどものこころクリニックの考え⽅
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診察現場での実例から
親が⼦どもに対してネガティブな関わり⽅をしていると診察で判断することがある。

親⾃⾝が⼦ども時代の傷つき体験を⾃分の⼦どもに重ねてしまっている。そのために、親が「◯◯しな
いといけない」というものの捉え⽅が変えられず、例えば宿題をテキパキしない、⽚付けをしないなど
について、厳しく⾔ってしまう。

こうした親の⼦ども時代のつらい思いは診察室で親が興奮して⼀⽅的にワーッと語り始めるなど感情変
化のある状態で「⾃分はこうやって苦労して乗り越えてきた」など訴えるときなどに発⾒できる。

この親⾃⾝の傷つき体験について、親に対する治療を⾏い、そのトラウマを癒す。

その上で、⼦どもの状態の⾒⽴てを説明し、ある程度の制限は設けつつも、ゲームをする時間を増やし
てもらったり、ぼーっとする時間を作ってもらったり、おいしい⾷べ物を⾷べに連れて⾏ってもらった
りするようにお願いし、ポジティブな親⼦の時間をつくってもらうよう誘導する。

これによって、親⾃⾝の物事の捉え⽅について柔軟性が増し、親⼦の関わりがポジティブになり共感的
な対応となることで、こどもが⾃然にその⼦らしく成⻑できる環境が整っていく。

＜都⽵の聞き取りによる＞

親の治療とい
う形での環境
調整も⾏う
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薬物
療法

トラウマ
治療

ペアレント
トレーニング

ソーシャルスキ
ルトレーニング

特性・症状理解

⼦ども

家族

こどものこころクリニックの治療アプローチイメージ

システムズアプローチ
個⼈、家族、学校・・・
児を取り巻く様々な⼈々の相互作⽤
に変化を起こす。
児を取り巻く環境を調整する

・周囲の児への関わりのあり⽅の
問題であるという視点
・周囲の環境因⼦が、⼈の成⻑に
⼤きな影響を与えるという事実
・その⼦の先の⼈⽣良いものと
    なることを⾒据えた育ち視点

■視点■ ⼦ども中⼼の⽀援

環境調整

地域・⽀援機関との連携これこそが「こどもまんなか」ということ。
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⼦どもは⼀⼈ひとり個性があり、強みがあります。
その育ちも千差万別で「ふつう」「標準」はありません。

そうした多様性が尊重され、
こどもの願いが受け⽌められるためには、
保護者・養育者はじめ関わる⼈たちが

基本的な「作法」を理解しておく必要があります。

⾶騨市での取り組みを通じて思うこと(１)

こどもの願いと
は、「遊びた
い」「認められ
たい」「満たさ
れたい」等の思
いです。
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その「作法」とは、
こどもの遊びや家族への思いなどを通じて、
こどもに対する⾒⽅をリフレーミングし、

⼀⼈ひとりのこどもの強みや持ち味を⾒つけることです。
そして、それを活かし、伸ばせるように
周囲の接し⽅や環境を変えていくことです。

⾶騨市での取り組みを通じて思うこと(２)

⼦供を変えよ
うとするので
はなく、周囲
が変わろうと
することです。

乳幼児期の「こどもの声を聴く」とは、こども⾃⾝の強みや持ち味、そし
てこどもの願いを家族や周囲が⾒つけようと努⼒することだと思います。
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それによって、
親や周囲から認められ、受け⼊れられている
という安⼼感を持てるようになります。

これが、こどもの育ちに必要な愛着を⽣み出し、
「悩みや問題を抱えながらも、⾃分らしく⽣きていく」

＝⼈⽣の「Well-being」
につながると考えます。

⾶騨市での取り組みを通じて思うこと(３)
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それを実践するためには、
こどもの強み・持ち味の発⾒と具体的な対応を⽀援する

信頼できる専⾨⼈材が必要です。
特にこどもの育ち、こどもと社会のつながりを⽀える

ファシリテーター役である
地⽅⾃治体においては不可⽋です。しかし、
そうした⼈材と出会うことは⾄難の業です。

⾶騨市での取り組みを通じて思うこと(４)
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市町村が信頼ある専⾨⼈材と連携するために、
国や都道府県が⼈材をプールし、
市町村とのマッチングをサポート

する施策は有効な⽀援になると思います。

こども家庭庁の政策にするとすれば・・

地⽅創⽣や地域活性化、産業振興などの分野では、
同様の施策がたくさんあります。
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